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平成22年度　秋田県立大学大学院　入学志願票
【博士後期課程】

Ａ　票

受 験 番 号

選 抜 区 分

志望研究科

志望専攻・

グ ル ー プ

志望指導教員

氏　　名

職　　歴

取得学位

出願資格
の 区 分

Ｅ−３票
（検定料納付証明書）

貼　付　欄

※金融機関の収納印があるこ
とを必ず確認のうえ、はがれ
ないようにしっかり貼り付け
てください。

一般選抜 １．２．３．４

推薦特別選抜 １．２．３．４

社会人特別選抜 １．２．３．４

外国人・帰国子女特別選抜 １．２．３．４

学　　歴

（高等学校  
以上）  

男　・　女

局番の間は“−”（ハイフン）を記入

（都道府県名）　　（郡・市名）　　（区・町村名）　　　　（町・丁目番地・棟・号名）　　 （方）
〒

　 −

日  本　・　外  国昭和 年

（カナ）

（漢字）姓 名志
　
　
　

願
　
　
　	�

�d�y�y�y

�º�y�y�y

	{

住　　所

電話番号

性別･生年
月日･国籍

１：一般選抜　 ２：推薦特別選抜　 ３：社会人特別選抜　 ４：外国人・帰国子女特別選抜

生物資源科学研究科

１：生物機能科学専攻

２：遺伝資源科学専攻

グループ

※

月 日生

注１）選抜区分、志望専攻については該当番号を○で囲み、志望グループについては　　　内に名称を記入してください。
注２）志望指導教員については、　　　内に氏名を記入してください。

何も記入しないでください。

必ず、Ｅ－３票（検定料納付証明
書）を貼付してください。
（検定料免除者は不要）

該当する番号を○で囲んで
ください。
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生年月日は
和暦で記入
してくださ
い｡生年月日
の数字が１
ケタの場合
「０１」のよ
うに「0」を
記入してく
ださい。

入学手続書
類の送付や
緊急時の連
絡ができる
場所、電話
番号を記入
してくださ
い。
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【出願書類の記入例及び記入上の注意】

　ここでは、平成22年４月入学者選抜に係る出願書類を例として記載しています。

　平成22年４月入学者選抜の出願書類（青色）は、21年８月実施試験、22年３月実施試験に共通です。

　平成21年10月入学者選抜に出願する場合も、黄色の出願書類を使用して同様に記入してください。
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Ｂ　票

受 験 番 号

志望専攻

･グループ

注意事項　１　本受験票は、試験当日必ず携帯してください。
　　　　　２　受験票は、入学手続きの際にも必要となるので紛失しないでください。
　　　　　３　※印の欄には記入しないでください。

志望指導
教　　員

（ 男 ・ 女 ）

生 物 資 源 科 学 研 究 科

フリガナ

氏　　名

志　望　専　攻

志 望 グ ル ー プ

専　　攻

グループ

※

志　望　専　攻

志 望 グ ル ー プ

専　　攻

グループ

写真貼付欄

〈　注　意　〉
正面上半身、無
帽、背景なしで
出願前３箇月以
内に撮影したもの

縦４㎝×横３㎝

平成22年度　秋田県立大学大学院　入学試験受験票〔博士後期課程〕

Ｃ　票

受 験 番 号

志望専攻

･グループ

注意事項　※印の欄には記入しないでください。

志望指導
教　　員

（ 男 ・ 女 ）

生 物 資 源 科 学 研 究 科

フリガナ

氏　　名

※

写真貼付欄

〈　注　意　〉
正面上半身、無
帽、背景なしで
出願前３箇月以
内に撮影したもの

縦４㎝×横３㎝

平成22年度　秋田県立大学大学院　入学試験写真票〔博士後期課程〕

何も記入しないでください。

上
記
受
験
票
と
同
様
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

志望専攻・
グループを
必ず記入し
てください。

貼付する写真は、モノクロ、カラーのどちらで
もかまいません。写真の裏面に氏名、志望グ
ループを記入し、はがれないように、しっかり
と貼りつけてください。

食 品 醸 造

遺 伝 資 源 科 学

アキ タ コ マ チ

秋田  太郎

食 品 醸 造

遺 伝 資 源 科 学

秋田  太郎

秋田  こまち

アキ タ コ マ チ

秋田  こまち
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秋田県立大学大学院生物資源科学研究科の案内

前期課程　生物機能科学専攻

　　　　　遺伝資源科学専攻

後期課程　生物機能科学専攻

　　　　　遺伝資源科学専攻

  １　生物資源科学研究科の概要

　生物資源科学研究科は博士前期課程と博士後期課程を通じて、生物機能科学専攻（３つの系があ

ります。）と遺伝資源科学専攻（４つの系があります。）の２専攻を置きます。各系に属する研究グ

ループは次のとおりです。

１　生物機能科学専攻

　①　生産機能系

　　植物遺伝・育種グループ、植物分子生理グループ、植物資源創成システムグループ

　②　応用機能系

　　生物機能グループ

　③　木質機能系

　　木質機能グループ

２　遺伝資源科学専攻

　①　資源利用系

　　食品醸造グループ

　②　植物生産系

　　植物生産基礎グループ、生物活性物質グループ

　③　環境資源系

　　陸域生物圏グループ、環境管理修復グループ、地域計画グループ

　④　木質資源系

　　木質資源グループ

  ２　各専攻の担当教員と研究テーマ

　各専攻の研究グループに所属する教員の研究テーマは次頁以降の一覧のとおりです。

　なお、各研究テーマ等の詳細については、秋田県立大学ホームページの「地域連携・研究推進セ

ンター」内の「研究者総覧」に掲載しておりますので、参考にしてください。

　（秋田県立大学ホームページアドレス　http://www.akita-pu.ac.jp/）
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生物機能科学専攻

系名 研究グループ名 氏　　　名 研 究 テ ー マ

生

産

機

能

系

植物遺伝・育種

教　授　赤木宏守
植物の低温適応性および重金属蓄積の分子機構の解明と育種利用／植物
の突然変異体の遺伝解析と育種利用

准教授　高橋秀和
植物の突然変異体の遺伝解析と育種利用／植物のストレス耐性の遺伝解
析／植物の核と細胞質遺伝子の相互作用の解析

植物分子生理

教　授　中村保典
デンプンを多方面の産業に利用するためバイオテクノロジーによって構
造や性質を改良しイネ種子で生産する方法の開発研究

教　授　我彦廣悦
植物腫瘍形成と老化の分子機構に関する研究／植物ホルモン遺伝子を用
いた育種研究

准教授　鈴木英治
原始微細藻類から陸上植物への炭水化物代謝の進化機構の研究／植物に
おける炭水化物（デンプン）代謝酵素の生化学的研究

准教授　藤田直子
澱粉生合成メカニズムの機能解明／突然変異および組換え技術を利用し
たユニークな澱粉を蓄積するイネの開発およびその利用

植物資源創成
シ ス テ ム

教　授　山本好和
共生生物地衣類の特有の代謝遺伝子・耐性遺伝子の研究／共生生物地衣
類による生物活性物質の生産に関する研究

応

用

機

能

系

生 物 機 能

教　授　小嶋郁夫
放線菌の抗生物質生産機構と形態分化に関する分子生物学的研究／代謝
工学による有用物質の発酵生産に関する研究

教　授　阿部達也
粘液ムチンの産生調節機構の研究／ヒストンデアセチラーゼ阻害による
細胞機能変化の研究

教　授　吉澤結子
植物由来の生理活性化合物の探索とその生合成および利用に関する有機
化学的研究

教　授　稲元民夫
動物の腸内細菌叢の機能解明と雛のサルモネラ感染防御のための生菌剤
の開発ならびにその応用技術の確立

准教授　小林正之
哺乳動物細胞の細胞運命決定機構（細胞増殖及び細胞分化）に関する分
子生物学的研究

准教授　村田　純
動物細胞の運動調節機構、特に細胞運動抑制の細胞内情報伝達機構に関
する分子生物学的研究

准教授　村口　元
菌類細胞の分裂・形態形成・生理に関わる分子遺伝学的・細胞生物学的
研究

准教授　福島　淳
環境微生物の分子生物学的研究および病原細菌の遺伝子発現制御に関す
る研究

准教授　水野幸一
植物由来の生理活性化合物の生合成機構に関する酵素化学・遺伝子工学
的研究

木

質

機

能

系

木 質 機 能

教　授　山内　繁
木材中の物質移動に関する研究／木材中の異物分析に関する研究／熱・
光による木材劣化の研究

教　授　中村　昇
長期対応型木造構法開発に関する研究／熱水分同時移動を基にした木質
住環境解析に関する研究

教　授　高田克彦
森林資源の遺伝解析／樹木の成長・材質の変動と環境応答／木材の非破
壊的材質評価

准教授　栗本康司
化学加工法を用いた木質資源の有効利用に関する研究／出土木材など木
質文化財の保存処理に関する研究

准教授　川井安生 木材の物性制御と水分管理への応用に関する研究

准教授　澁谷　栄
バイオマスの利用技術に関する研究／森林系及び木質系廃棄物の有効活
用に関する研究

注）出願にあたっては必ず志望研究グループの担当教員に問い合わせてください。
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遺伝資源科学専攻

系名 研究グループ名 氏　　　名 研 究 テ ー マ

資
源
利
用
系

食 品 醸 造

教　授　秋山美展 環境負荷の少ない食品加工技術の開発研究

教　授　陳　介余
食品素材の特性解明及び加工食品への利用／食品素材の簡易・迅速品質
評価技術の開発

准教授　中沢伸重 醸造酵母の胞子非形成性メカニズムの解析と育種への応用

植

物

生

産

系

植物生産基礎

教　授　服部浩之
植物による汚染土壌の浄化に関する研究／有機性廃棄物のコンポスト化
と利用に関する研究

教　授　古屋廣光
植物病害の発生生態・疫学・生物防除／土壌・根圏・根系の微生物群集
制御による土壌病害防除

教　授　森田弘彦
気象、雑草などの生態的要因の解析に基づく寒冷地の湛水直播水稲およ
びダイズの生育相安定化に関する研究

准教授　中村進一
植物におけるカドミウムの長距離輸送の制御に関する研究／篩管による
植物の物質生産の制御に関する研究

准教授　三吉一光
ラン科植物の種子休眠・発芽・ウイルス分布・保全に関する研究／花き
園芸植物における新規倍数体作出方法の開発研究

准教授　藤　晋一
水稲種子伝染性病害の生態学・防除技術に関する研究／野菜・花き類に
発生するウイルスの病原学・生態学的研究

生物活性物質 教　授　田母神繁 生物活性を有する有機化合物の単離・合成・応用に関する研究

環

境

資

源

系

陸 域 生 物 圏

教　授　片野　登
湖沼の富栄養化に関する研究／湖沼の水質と生態系に関する研究／珪藻
植生と水質に関する研究

教　授　金田吉弘
田畑輪換の継続による土壌肥沃度の低下要因の解明と修復技術の確立／
根圏環境改善による気候温暖化条件下における水稲安定生産技術の構築

教　授　蒔田明史
ササの一斉開花枯死を契機とした森林の長期動態の解明／植物のクロー
ナル特性の研究／松くい虫防除と海岸マツ林の管理手法の確立

准教授　木口　倫
有害化学物質の環境実態と挙動に関する研究／有害化学物質の分析法の
改良・開発／有害化学物質の発生源推定に関する研究

准教授　佐藤　孝
マメ科植物と根粒菌の共生機構に及ぼす土壌環境要因の解明／共生窒素
固定を有効利用した低投入・低環境負荷農業の確立

准教授　星崎和彦
種子食動物と樹木の相互作用／森林の更新過程と長期動態／河川撹乱と
樹木の種多様性／松くい虫防除に関する実践的研究

環

境

資

源

系

環境管理修復

教　授　日高　伸
生物機能を利用した環境修復技術／栄養塩類の環境影響評価と物質循環／
塩性・アルカリ土壌など問題土壌の発生抑止策と保全への生態的アプローチ

教　授　尾﨑保夫
有用植物を用いた資源循環型水質浄化システムの開発／生態工学を活用し
た八郎湖等の水質改善・環境修復／簡易脱窒・脱リン技術の開発

准教授　石川祐一
地域の生物資源を利用した環境修復技術の開発／重金属汚染土壌・塩性土
壌など問題土壌の環境修復

准教授　宮田直幸
環境微生物の機能解析と環境修復・資源回収技術への応用／有害化学物質
の生物学的除去プロセスに関する研究

地 域 計 画

教　授　佐藤　了 地域の資源と環境の経済的評価の研究／参加型地域づくり手法の研究

教　授　谷口吉光
産学官民による地域問題の解決手法の研究／八郎湖・流域再生のための住
民参加手法の研究／環境創造型農業実現のための社会システムの研究

木

質

資

源

系

木 質 資 源

教　授　谷田貝光克
生物活性物質等樹木成分の快適性増進作用に関わる研究／木質構造物の居
住環境評価に関する研究

教　授　飯島泰男 木質資源利用・木質材料生産のシステムに関する研究

准教授　渡辺千明
民家の工法と生活文化に関する研究／地域資源を活用した安心・安全のまち
づくりに関する研究

准教授　岡崎泰男
木造住宅の耐震性能向上に関する研究／木質構造接合部・木質複合材料の
開発に関する研究／実大材破壊機構解明に関する研究

准教授　山内秀文 残廃材のリサイクル技術開発及び低質・未利用材の機能性木質材料転換に関する研究

准教授　佐々木貴信 環境に配慮した木材保存処理技術の開発／環境影響負荷の少ない木質土木構造物の開発

准教授　川鍋亜衣子 地域材利用の環境評価／木材需給及び建材流通の調査・市場分析に関する研究

注）出願にあたっては必ず志望研究グループの担当教員に問い合わせてください。
◎　木質機能グループ、木質資源グループに配属される学生の授業及び論文指導は原則として木材高度加工研究所内で行わ
れますが、専攻共通科目のうち実験・実習（選択科目）については秋田キャンパスにおいて短期集中方式で行われる予定
です。




